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家庭から出る廃食油の有効活用に関する
連携協定を締結

4月30日、町と株式会社吉川油脂、ENEOS株式会社の3者で家庭から出る廃食油の有効活用に関
する連携協定を締結しました。
町では、2050年ゼロカーボンシティの実現に向けて、ごみの減量とリサイクルの推進を図り、脱炭
素社会の形成に取り組んでいます。その取り組みの一環として、植物性の油（廃食油）の店舗回収を
実施しています。
回収した廃食油は、せっけんやインク塗料として活用されるほかSAF【Sustainable Aviation Fuel
（持続可能な航空燃料）】の原料としても活用される予定ですので、回収にご協力をお願いします。

▶回収協力店舗・場所
　〇フードマーケットオータニ上三川店
　（上三川町西汗西赤堀１７４２-６）
　　南側出入口風除室内
▶利用可能な時間
　営業時間内にご利用ください。
▶回収できる油
　液状の植物性の油（サラダ油、ごま油、
　オリーブ油、こめ油など）
　詳細は、下記QRの
 「家庭から出る廃食油の回収について」
　をご覧ください。

▶問い合わせ先＝地域生活課　環境係　☎0 2 8 5 ( 5 6 ) ９１３１

家庭から出る
廃食油の回収について
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日産自動車栃木工場が地域貢献活動

伝統あるお囃子を披露
４月２０日、白鷺神社境内で、上三川町お囃子連合会による花見会（稽古会）が行われました。
この花見会には、星野町長を始め連合会の会員等が約65名出席し、連合会の１年のスタート行事とし
て、また７月に開催される「かみのかわ町おこし夏まつり」に向けて、子どもから大人まで熱心に稽古に
励んでいました。
上三川町お囃子連合会は平成１７年に結成され、現在は町内の１３団体が加入しています。団体ごと
に稽古を重ね、町や地域のイベントで披露するなど、お囃子の伝統と文化を次世代に伝承しています。
上三川町お囃子連合会の松本清会長は、「伝統あるお囃子を後世に伝承していき、町のイベントをさ
らに盛り上げていきたい」と話され、子どもたちに関心を持ってもらうために本郷地域福祉センター（き
らきら館）で週に1回、子どもたちにお囃子を教えています。

　4月18日、日産自動車(株)栃木工場の正門北側
「ニョッキ村」でやしお幼稚園の年長園児約
130名がたけのこ掘り体験を行いました。
　同工場の社員30名が先生となり園児たちを
サポートし、たけのこを見つけると一生懸命スコ
ップで掘るなど楽しみました。　

　4月14日、日産自動車(株)栃木工場の新入社員
117名が地域貢献活動として町内のごみ拾いを
実施しました。
　この活動は新入社員の研修の一環として昨年
度から始まり、８班に分かれて町内の道路を約1
時間かけて歩きながらごみを拾い集めました。

まつもと きよし


